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１．研究計画の概要

光-分子強結合反応場（貴金属微細構造体な

ど）を活用し、実際に微弱光でも多光子吸収

により光化学反応を達成できる系を探索・実

証することを目指す。さらに、そのような多

光子反応高効率化を目指し、動的挙動を分光

学的に計測し、反応の素過程の理解を深める

ことを大きな目的とする。

より具体的には、①微小共振器としての微粒

子の有効性（光閉じ込め機能）の評価と、そ

れを用いた光-分子強結合応場の構築、②金

属ナノ構造体を用いた同様アプローチ、③サ

ブピコ秒～ナノ秒時間分解能を有した顕微

分光システムの開発、④それを用いた分子・

ナノ粒子の空間局在（捕捉）、などを目的と

し、光－分子強結合反応場を用いた多光子光

化学の学理と技術の基盤を確立する。などを

目的とし、光－分子強結合反応場を用いた多

光子光化学の学理と技術の基盤を確立する。

高効率に多光子光反応を利用できれば、近

赤外光で駆動する太陽電池や光触媒などの

開発への扉を開けることになる。その意義は

疑いようなく高い。

２．研究の進捗状況

現在まで、①微小共振器を用いた２光子蛍

光の増強、②ギャップモードプラズモンを用

いた近赤外 CW 光誘起２光子ホトクロミック

反応の達成、③ 同 １光子反応の効率にの増

強 までを行なった。

３．現在までの達成度

②おおむね順調に進展している。

＜理由＞

当初目的である「プラズモン増強効果による

２光子反応の誘起」は達成することができた。

その点で、順調に推移していると考えられる。

さらに、プラズモン増強効果によるナノ粒子

の光捕捉にも成功し、この点はプラスである。

しかし、未だダイナミクスの計測には成功し

ておらず、この点はマイナスポイントである。

これらを鑑み、総じて判断するに、「順調に

推移している」と考えられる。
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４．今後の研究の推進方策

プラズモン増強光化学反応においては、貴

金属ナノギャップ・ナノアンテナに局在する

光電場を用いて反応の高効率化をはかる。こ

の際、光子だけでなく、対象とする分子や触

媒微粒子がギャップに捕捉・局在することに

なれば、より一層の反応効率の向上を図るこ

とができるであろう。そこで、プラズモン増

強電場に基く微粒子の光捕捉を試みる。まず、

10 nm の微粒子を微弱な光照射で捕捉するこ

とを目指す。

最終的には、貴金属ナノギャップにおける

「分子の捕捉」と「反応の誘起」、さらには

「そのダイナミクス実時間計測」を目指す。

５. 代表的な研究成果

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線）
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